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をニッパで切断して出来上が り (図 3)。
図2.被覆銅線を穴に入れて、塩ヒゃ溶接棒をハン
マーでたたき込む.
図 3 塩ビ、溶接棒の飛び出た部分はニッパで切
断して出来上がり.
展示
海藻を被覆銅線で巻きつけ(図 4)、水槽
の中に沈めて展示する(図 5)。投入した海
藻を水槽の奥のほうに置くか、下部を丈の低
い他の海藻で目隠しすると被覆銅線に気付
かれることはほとんどない。
補足
この圃定用小石は 2年ほどは繰り返し使
うことができるが、そのうちに銅が錆びて切
れてしまう。その場合は、溶接棒の先端をニ
ッパで軽くつまみ、てこを利用して引き抜く
と、簡単に取れて穴を再利用することができ
る。
被覆銅線の代わりに褐色の魚網補修糸を
利用することができる。先端部はほつれやす
いので一回くくっておくか、接着剤をしみこ
ませるなどの処理をしておく。ただし、糸の
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図4.被覆銅線で海藻を巻きつける.
図5.水椿に沈めて展示(中央のノコギリモク)• 
場合は海藻をきっく縛ることになるので、海
藻が縛った部分で後に切れやすくなるとい
う欠点がある。
塩ビ溶接棒の代わりに、穴にコンクリート
用接着剤を詰める方法もあるが、充填するの
が結構めんどうなこと、穴を洗浄するなどの
前処理をしておかなければ接着が悪いこと、
硬化するまでに時間を要すること、同じ穴の
再利用がしにくいなどの欠点がある。
塩ビ溶接棒には、断面が円形のもの(シン
グ、/レ)、円が二つ合わさったもの(ダ、ブ、ノレ)
円が三つ合わさ ったもの(三角)があるが、
三角のものが、適度な大きさの断面積と隙聞
があってこの用途に適している。
当水族館では、この固定用小石を海藻展示
以外にヤギ類の展示にも使用している。この
場合にはヤギ類の色に合わせて赤や白、黄色
の被覆銅線を使用することもあったが、茶色
のものが目立ちにくくて無難である。
